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あなたと世界を変えていく。
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8 1 概要 感情の共有 8 

侭冽6G時代の新たなユ ースケ スを実現するための人間拡張 テレパシ ー・ テレキネシス
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基盤です。この技術により、人間、窄間、時間を超えて、動

10 作や五感、感情の共有をすることが可能となります。今年 ｀ '
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度は五感の つである触並 ＇胄報を人間拡張基盤にて体験
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者に合わせて変換し、共有します。11 一 -｀ヅ ＇ 11 
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身体のユビキタス化 5感の共有
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6G時代の新しいコミュニケ ー ションのカタチとして、「伝え

る」から「伝わる」コミュニケ ー ションヘ。人間拡張基盤を

活用し、これまで伝えたくても、伝えることができなかった

気持ちゃ身体、記憶や体験をつなぎ、真に「解り合う」世界

をめざします。
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異なる身体テー タの比較・差分吸収

デバイス間の相互接続を実現
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人間拡張基盤

身体デ ー タ比較 7「；ハイス能力変換

動作の拡大・縮小

SDKを用いてデ｝［イスを容易に接続

アクチュエ ー ション

アプリ ••…ャデ）＼イス

1a I I I 今後のチャレンジ 口
アカ l :．．► l 

センサ ー 記録 l センサ ー 再生
.,..

： 
アブリ

デバイス ・・・・・・・・ ••• •••1 .... ヽ
- 一 ．．．．；．．． ．．．．．．► デバイス

,... デー タベース ヽ ； 18 

I 
一‘` ア7'J I I 'lしボティデータ」しセンサーデー乞」し操作データ

ー , -’‘ 

動作や五感の共有に加え、感情共有の実現に向け相手が
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ストレスを感じている、リラックスしているなどの共有力‘ら

201 I I 最終的には、人間の感情そのものを共有する未来の実現 20 

をめざします。
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23 実現可能な未来
触覚共有により
解釈の違いがなくなる未来。
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25 IOWN とのかかわり
APNの低遅延性により、 End-to-Endでの情報伝達においてネットワ ー クが神経の反応速度を超えるため、

人間が指先を動かすのと同じ感覚でネットワ ー クを介して感覚を共有することができるようになります。
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協創パー トナー
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慶応義塾大学／名古屋工業大学

FCNT株式会社
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